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佐伯山の会★忘年会のお誘い★ 
！！今年の山の話し、来年の抱負を共に語り会いましょう！！ 

今年の忘年会は初冬の五日市駅から八幡東小学校、鈴ヶ峯、鬼ヶ城山、旭山神社とのんびりと

歩いた後、西広島の中井山荘で忘年会を致します。もちろん忘年会のみの参加も大歓迎です。 

 

２０１６年 １２月１７日（土） 
 

【集合時間】１７時頃より忘年会を始めますが、夜遅くまでしますので、遅れても構いません。

なお、忘年会の段取りは鈴ヶ峯、鬼ヶ城山忘年山行で中井山荘に到着後(３時３０分

頃)から買い出し、食事の段取り等に分かれて行いますので、手伝いのして頂ける方

は宜しくお願いいたします。 

【集合場所】広島市西区己斐西町１番（地番 2158-1）中井山荘 

＜注＞直接行かれる方は中井山荘へ (ＪＲ西広島駅から徒歩１０分) 

＊車はご遠慮下さい  

【費 用】２,５００円程度 (外全体で５,０００円程度佐伯山の会より補助予定) 

【申 込 先】世話役：中井 登 ＴＥＬ 0829-36-3671 

携 帯 090-7775-9834 

【申込期限】１２月１０日（日）迄 

【そ の 他】・忘年会の料理、酒類等は世話役が会費で準備致します。 

・食器、コップを持参下さい。 

・帰りはＪＲ及び広電も遅くまで有ります。 

・泊まることもできます。(寝具は有ります。) 

・忘年会に申し込まれている方には、忘年会会場（中井山荘）の地図を送ります。 

また、会場が判らない場合は中井の携帯 090-7775-9834に連絡して下さい。 

 

イベント  ★12 月定例集会 ＊忘年会の始まる前に３０分程度定例集会をします

ので是非参加して下さい。 

★落語会 (演目：転失気(テンシキ) 出演：狸狐家 夢太) 

＊修道大学落語研究会 OBの仲利男さんにお願いしております。 

★山行記録映画・写真スライドショー 

＊写真のメモリー（CD、USBメモリー、SDカード等）持参して下ださい。 
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１２月定例ハイキング 

多飯が辻山 
【期  日】１２月４日  【山  域】中国脊梁山脈 

【集合場所】ＪＲ串戸駅  【集合時間】７時 

【交通手段】自家用車  【参加費用】会規定 

【行  程】 串戸 7:00～東城インター8:45～登山口 9:00～山頂11:00昼食12:00

～下山口 13:30～東城温泉 14:30 東城インター14:50～ＪＲ串戸駅 16:00 

【装  備】冬のバイキングに適した服装 非常食 雨具 ヘッドランプ 地図 コ

ンパス 

【地  図】備中矢田  【リーダー】谷口共代 

【申込先】 谷口 090-9412-1254 【申込期限】１１月２７日 

【山行呼びかけ】秀麗な山容で、天候が良ければ、山頂からは 大山も望めるそ

うです。まだ雪は無いと思いますが、防寒対策をよろしくお願いします。 

 

鈴ヶ峰～鬼ヶ城山★忘年山行 
【期  日】２０１６年１２月１７日（土） 【山  域】広島市 

【集合場所】ＪＲ五日市駅北口   【集合時間】８時５５分 

【交通手段】公共交通機関    【参加費用】運賃 

【行  程】ＪＲ五日市駅［山田団地行］(8:55＝9:05)→八幡東小学校(9:15)→

西鈴ヶ峰 (9:50)→鈴ヶ峰(10:30)→鬼ヶ城山<昼食>(11:30～12:15)→315 ピ

ーク(13:15)→高須台(14:00)→旭山神社(15:00)→中井山荘［忘年会会場］

(15:30) 

【装    備】ハイキングに適した服装（寒さ対策も）、昼食、非常食、雨具、地

図、ヘッドランプ 

【地    図】1/25,000 広島・祇園  【リーダー】ＣＬ 中井 登 

【申 込 先】中井 登 電話 0829-36-3671  

【申込期限】１２月１０日まで 

【山行の呼びかけ】 今年の忘年会は初冬の五日市駅から八幡東小学校前バス停、

鈴ヶ峯、鬼ヶ城山、旭山神社とのんびりと歩いた後、西広島の中井山荘で忘

年会を致します。もちろん忘年山行のみの参加も大歓迎です。 

[参考 JR時刻表] 

＜上り＞岩国 8:05…大竹 8:12…宮島口 8:28…宮内串戸 8:34…五日市 8:42 

＜下り＞広島 8:37…西広島 8:45…五日市 8:53 

 

 

山行 

案内 
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２０１６年度 雪山登山 

実践講座（ステップアップ） 
中国地方最高峰白一色の大山で本格的な雪山登山にチャレンジ！ 

【山 域】   大山隠岐国立公園 

【登山コース】   大山夏山コース 

【日 時】 ２０１６年１２月２２（木）～２３（金）天皇誕生日 

【交 通 手 段】 自家用車ｏｒレンタカー   【費用】会規定交通費 

【集 合 場 所】  JR宮内串戸    時 間 19：30  

【行 程】 

≪２２日≫ JR 宮内串戸 19:30～（中国道、松江道、山陰道）米子～23:30

大山寺（車中仮眠泊） 

≪２３日≫ 起床 5:00 出発 6:00…（夏山コース）…６合目 8:30…10:00 頂

上小屋 11:00…６合目 12:00…本谷経由…14:00 Ｐ下山～岸本温

泉（入浴）～高速道路～18:30宮内串戸 

◆個人装備：アイゼン（１０本歯以上）ピッケル（ストック）、サングラス orゴ

ーグル、シュラフ、マット、雨具 1式（アルパイン上下）（スパッツ）（バ

ラクラバ）、手袋（オーバー手袋）ヘッドランプ、地図（伯耆大山 1/25000）

コンパス、２日朝食、昼行動食、飲料水、他冬山適した服装装備、着替え、

保険書、持病薬 

◆共同装備：テント、ツェルト、スコップ、ストーブ、燃料、ビニール袋、雑巾、

医療品、修理用具、コッヘル、 

※各自パーティ任務： CL、SL、装備、気象、会計、記録 

◆参加資格 

◎山行前打ち合わせ    ◎アイゼントレーニングの参加 

◎県連冬山気象講座（11/19）参加 ◎新特別基金 5口以上加入者  

◆申込期限 １２月３日 

◆申込先 佐伯山の会 土屋 政昭 メール 

tutiy-mv@sky.megaegg.ne.jp  携帯 090-3171-1903 

 

大山寺Ｐで仮眠、早朝出発アイゼン、ピッケルの使い方を学びながら頂上へ 

１月の八ヶ岳山行のトレーニングも兼ねます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

受講生募集！！ 
 今年度も冬山に向けて県連登山学校のステップアップ講座②「冬山気象」が次のとおり開講さ

れます。 

 冬山での重大事故は気象が一因となって起きることが多く、ハイキング、バリエーションを問

わず、冬山を目指す方は是非受講するようにしてください。 

 受講希望者は会で取りまとめて申し込みますので 11月 14（月）までに教育部門長の土屋まで申

し込んでください。 

土屋携帯ＴＥＬ 090-3171-1903   Ｅメール tutiy-mv@sky.megaegg.ne.jp 

 

            ２０１６県連登山学校「ステップアップ講座」② のご案内 

              《 冬山気象 》 
 

県連登山学校ステップアップ講座②《冬山気象》を開催します。 

昨年の登山ステップアップ講座受講者、２０１６ステップアップ講座受講者および、それに匹

敵する知識技術の習得者対象の講座です。 

知識を実践して冬期の安全登山に生かすために、ステップアップしましょう。 

広島県勤労者山岳連盟山行部 

 

１．日時：２０１６年１１月１９日（土）１０：００～１５：００ 

２．場所：広島市牛田公民館  １F 実習室 （定員３０名） 

      広島市東区牛田新町１丁目８－３ 

      ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０８２－２２７－０７０６ 

３．参加費用 資料代 ￥３００  

４．募集定員 ２５名 

５．講座スケジュール 

10:00 ～ 10:30  今年の気象傾向とこの冬の長期予報  情報収集と活用         

10:30  ～ 12:00  冬山の気象・・・冬の気圧配置と天気変化  (１０分間休憩を含む） 

12:00  ～ 13:00  昼食 

13:00  ～  13:50  天気図を読む（山岳気象を読み取る） 

14:00  ～ 15:00  高層天気図の基礎、地上天気図と重ねて読む 

  ※必要用具；筆記用具 

６．講師  大藤博司（安佐岳友クラブ） 

 

＜申込み締切日＞  ２０１６年１１月１５日（火） 

＜申 込  み 先＞   ※各会で参加者を取りまとめて連絡してください。 

＜交通アクセス＞ 
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三瓶山ツアー 
紅葉の初見と夜空の探訪 

 

【日時】１０月２２日～２３日 

【天候】曇りのち晴れ 

【参加者】舞田 CL、藤井 SL、中井、出羽、浅井田、前田、吉岡、吉田（記録）、中沢、原田（明）、

水場 

【コースタイム】東の原 10:35～女三瓶山頂 11:20～男三瓶山頂 12:20（昼食）13:10～室の内池分

岐 13:40～子三瓶山頂 14:05～孫三瓶山頂 14:45～大平山山頂 15:15～東の原 15:45 

串戸駅にメンバーが集まって来る。心配事は

天候不良と鳥取地震の影響。ＣＬ決断のもと精

鋭メンバーが一致団結で決行となる。（ホント

は食料も買ってるし・・行くだけ行こうと！） 

三瓶山は多彩な山である。初心者から熟達者ま

で楽しめる施設と環境に恵まれたフィールド

は何度行っても飽きない山である。 

今回は「東の原」から入山し、女三瓶、男三

瓶、子三瓶、孫三瓶を回って大平山の頂きを踏

破するという外輪を一周するコース。曇り空の

中、順調に高度を上げていく。 

男三瓶山頂で昼食を摂る頃には天気も味方

して晴れ間が覗く。お陰で遠くの雲と山並みは

墨絵のようで、幻想的な景色にメンバー全員が

しばし見とれている。空気が澄んでいる為かこ

れから歩くルートもくっきり見通せる。 

子三瓶へは一旦高度を下げた後、再度登り返

しとなるルート。下りが苦手なら逆回りが良い

かもしれない。結構下ったところで扇沢分岐と

なる。ここで吉岡、浅井田両先輩が大平山での

合流を約束し「室の内池」めぐりへ離脱。この

池はハート型をしている為、幾つかの淡い云い

伝えがあるらしい。二人っきりにして大丈夫だ

ろうか・・・？ 

ここから子三瓶への登りが始まる。高い木は

無く、歩くごとに高度が上がるのがわかる。孫

山行報告 
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三瓶に着く頃には、本日歩いてきた全貌が見渡

せて気持いい。禁断の池周辺に目をやると手を

つないだ二人が見えたとか・・・見えなかった

とか・・・・？？ 

大平山山頂では、池めぐり組がお出迎え。同

じくらいのコースタイムと踏んでいたが、やは

りこちらのアクシデントが響いたか・・・？（何

があったの？） 

全員揃って「東の原」に下山後は、お待ちか

ねの温泉。秘湯「鶴の湯」は一度浸かると出た

くない・・・ほどの湯だった。（理由な云えな

いが・・・） 

今宵の宿は「北の原」キャンプ場のバンガロ

ー。三瓶自然館主催の「星の観察会」は曇りの

為に断念。（星が見えたって長引く反省会で行

ってないね！？たぶん） 

翌日は、三瓶小豆原埋没林公園を訪れ、三瓶

の自然と歴史をお勉強。アカデミックな今回の

ツアーも無事幕を閉じました。 

＊ ＊ ＊ 

【参加メンバーに告ぐ】 三瓶山ツアーでの出

来事は下界では決して口外してはならぬ！！ 

「東の原」からリフトを使ったことや・・・・ 

「鶴の湯」がぬるくて出られなかったこと

や・・・・ 

スズメバチに刺されたメンバーがいたこと

や・・・・etc. 

■ 記：吉田 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

恐羅漢山 
【日 時】１０月３０日（日）晴れ 

【参加者】中本（ＣＬ）、中井、出羽、岸本、土屋、吉岡、藤井、松岡、中沢、原田（明）、水場、

中本（勇）、橋本 

【コースタイム】牛小屋高原 9:55→恐羅漢山頂 10:55/11:04→台所原 12:30/14:10<昼食>→早手の

キビレ 14:55→夏焼峠 15:15→牛小屋高原 15:50 

 

１０月の最終週となった今日、昨年に引き続

き恐羅漢でのキノコ散策を行うことにした。 

一行は戸河内道の駅に集合し、目指すは恐羅

漢スキー場。 

 

晩秋の透き通る青空の元、駐車場に着くと車

で満杯である。早速、身支度を整え、目指すは

恐羅漢頂上。 

踏み出しからスキー場の急こう配に悪戦苦

闘しながら、程なくして山頂に到着。小休憩後、

皆キノコハンターに変身し、目指すは台所原。 

 

今年は条件が良いのか、倒木にたくさんのキ

ノコを発見×２。 

むきたけ（肉厚なキノコ）、ぶなはりだけ（白

いキノコ）、ほこりたけ（丸いキノコ）・・・皆、

レジ袋に秋の恵みを収穫し、台所原に到着。早

速、手分けしてキノコ料理の準備にとりかかり

昼食時間！！ 

 

キノコ汁、バター炒め、素焼き、自然の恵み

に感謝しながら秋の味覚を満喫した。 

気になるキノコの食感は「むきたけ」はとろ

っと、「ぶなはりだけ」は歯ごたえが最高！！ 

話では「ぶなはりだけ」のから揚げが最高ら

しい。次回は是非味わいたいものだ。 

 

腹も満たされ、皆で手際よく後始末をし、再

スタート。途中、標高１１３７．７の三角点を

探すために文明の利器である、 
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ＧＰＳを駆使し、皆で付近を捜索した結果、

吉岡さんがササに埋もれた三角点を神業のご

とく発見し一安心。 

 

無事駐車場に到着し、晩秋の恐羅漢を身体と

腹共に満たした一日でした。 

 

■ 記：橋本 

 

 

 

 

 

 

定例バリエーション山行 

雪彦山（915ｍ） 

１０月２２日～２３日 

参加者 安達・小形・土屋 

 

姫路市に位置し日本三彦山（新潟-弥彦山、

福岡-英彦山）修験道の行場として知られ県立

自然公園として登山口にはキャンプ場も有り

クライミング及びハイキング（岩場、鎖場と変

化に富んだ周回コース等）の拠点となっている。

この中に登攀対象となる岩場、大天井岳、不行

岳、三峰、地蔵岳の岩壁が屹立してる中の今回

の登攀は地蔵岳の東稜及び正面壁の右カンテ

ルートである。 

今年の遠征山行は天候不順でことごとく中

止に追い込まれ今回も天気予報はぱっとせず、

そのうえ鳥取中部地震、位置的に震源地からも

近く心配されたが。 

 

１０/２２（土） 

２０：００出発 山陽自動車道小雨が続くが

岡山あたりから小雨を抜け山陽姫路西ＩＣか

ら一般道北進、雪彦山麓の集落、鹿のお出迎え
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有り今夜の幕営地賀野神社の駐車場２４時前

到着２～３張のテントからはにぎやかな声。

我々も車の横にテント設営明日の天気少し心

配であるが星空の下就寝。 

１０/２３（日） 

６時前起床、鹿の鳴き声、風の音で寝付かれ

なかったが素早くテント撤収、朝食摂る中、岩

場に急ぐクライマーだろう車が２台３台と急

ぐようにスピード上げ目の前を通り抜けてい

く。ここから東屋の有る登山口に移動路側帯す

でに６～７台の車の間に駐車 

６：３０登山口出発 

檜の植林帯を夢前川へ下り不行沢を巻きな

がら踏み跡もない２人の記憶を頼りに４５度

もあろうか急登を手も使いながら基部取り付

きに７：００到着。 

先行パーティが２組５パーティで準備中で

我々も登攀準備しながら待つ間、後続のパーテ

ィもあがって来る。 

７：４５ 会長ダブルロープ引いてトップで

登攀開始。 

１Ｐ（Ⅲ級＋≒３５ｍ）やや階段上で登りや

すい、一指が入るポケットなど多くある。８：

１５終了点。左横には先行パーティ、その向こ

うにも各パーティ入り乱れての登攀である。 

２Ｐ（Ⅱ～Ⅲ＋４０ｍ）トップの取ったルー

トは、はっきりした手、足掛かり少なくちょっ

と緊張。８：４０ 大テラスの終了点。前のパ

ーティの進行を待ちながら目の前の覆いかぶ

さるような大ハングの岩に圧倒される。また右

にとラバースするとスベリ台コース 

３Ｐ 容易なスラブを斜上、歩くようになト

ラバースであるが、さすが会長、前のパーティ

は取って無かったが、木の枝からスリングタイ

オフでプロテクション。９：０５ここでだいぶ

待ち時間（３０分）後続のパーティがどんどん

上がって来た。 

４Ｐ（Ⅲ＋４０ｍ枯れ木のテラス）一つ目の

核心か？チムニー。そう難しくはない。ただ風

も強くコールの声が風邪で流される。終了点か

らはフォローはそのままの状態でロープ引っ

張って歩き１０：００終了点。ここからの見る

三峰、不行岳、大天井岳の目の前に迫る絶壁が

素晴らしいその不行岳の岩壁取り付くクライ
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マーのコールが響き渡る、 

5Ｐ（Ⅲ４０ｍ）馬の背コース。後続のパー

ティが追い越していく。両サイドは切れ落ちて

るが階段状のやさしいリッジで、途中に立派な

遭難碑が立てられている。ここも終了点から４

Ｐ目同様コンテに変えると時間を取られるの

でそのまま次の６Ｐ取り付きへ。１０：４０先

行パーティの登攀を待っている間、追い抜いて

きた高齢３人パーティが押し退ける様に、右隣

の垂壁のフェイスにとりつき先行パーティも

スイスイ追い抜いていく。 

６Ｐ（Ⅲ～Ⅱ３０ｍ）垂壁の頂上フェイス。

最終ピッチ１１：０５登攀開始。下から見ると

ちょっとむつかしそうに見えたが手、足掛りも

あり、１１：２５分頂上。曇天であるが３６０

度の眺望。やっぱり目の前の不行岳の岩壁に圧

倒されるが、その左（南西）方向には瀬戸内海、

淡路島が遠望出来る。晴れた日の光景を想像し

ながら昼食を摂り１１：５０正面壁向けて下山。

途中取り付き進入路を行き過ぎる戻る。 

圧倒する正面壁。登れるのか不安がよぎる。

先行パーティが行ったあと、他のパーティはい

ない。ここは腹を決め、小形さんトップで右カ

ンテルート。 

１２：２５ １Ｐ（Ⅳ級４０ｍ）下から見る

と岩の凸凹あり見易そうに見えたが、手、足掛

かり少なく、右への苦手なトラバース、慎重に

枯れ木のテラスへ。 

１３：０５ ２Ｐ（Ⅲ～Ⅲ+４０ｍ）一歩目

小さな乗っ越しを越え、途中巻き付いたロープ

とロープを体を回しながら直す。下の展望岩に

はギャラリーが？下山中のクライマーの様だ。

慎重に小テラスへ。 

３Ｐ（Ⅲ２０ｍ）だんだんやさしくなりブッ

シュに入り、後はフォローはロープを引いて１

３：５５地蔵岳２回目の頂上へ。途中パラパラ

小雨も落ちだしたが心配するほどもなく登攀

終了。装備を片付け、先ほどと同じ一般道下山。

一般道といっても岩場、鎖、徒渉と慎重に下山、

車に戻り後は日本シリーズ間に合うか一直線

帰広。 

＊ ＊ ＊ 

今回は私の為に地蔵岳東稜を登攀、経験させ

てもらったようなもので、天気はいまひとつで

したが尾根状の開けた岩場は最高で両ベテラ

ンの間でチョイ楽させてもらい、素晴らしいク

ライミングを楽しむことができました（ガンバ

ロ、ガンバロ！）有難うございました。 

次回、登山口のキャンプ場でバンガロー等に

前泊、ハイキング、クライミング交流山行計画

でも出来ないかと思っています。 

 

■ 記：土屋 

  

 

 



 

 

個人山行   窓が山★キノコ狩り 
２０１６年１０月２日 

参加者６名 

 

 

「クライミングしてたら、見知らぬ男性が

見せてくれたの」「数年前には十数本採れたよ」

そんな言葉に誘惑されて、キノコ観察を目的

に女性に囲まれて窓が山へ出かけた。最近は

松枯れのせいか、空振りばかりだ。 

９時前に白川の林道に車を停める。アケビ

やムカゴを集めながら、２０分程林道を歩く。

登山口から、しばらくはしっかりとした「留

山」を示すロープがしてある。下草刈りなど

手入れはされていないが、中には「罰金１０

万」とも書いてあるぞ。１０月だというのに

蒸し暑い日曜日、高温高湿度で全身から汗を

かきかき、息を切らせて登る。すると後ろか

ら得体の知れない婆さんがついてくる。僕ら

が一息つけば、同じ場所で一息つく。また休

めば、婆さんも腰を下ろす。「お先にどうぞ」

と声をかければ、「熊が出るから怖くて後ろを

歩く」と嘘をつく。れっきとした松茸狩りの

婆さんである。「自分の山へ行く」と自称地主

の顔をしているが怪しい。でもフッと後ろを

振り向いたが、知らないうちに消えていた。

僕らに気付かぬように自分のシロへ入ったと

思う。 

そう、キノコの季節である。９月に入って

の長雨でキノコの大発生。高温のため夏のキ

ノコ（イグチ）が大量に生えている。毒キノ

コである「ハナホウキタケ」「クサウラ」「オ

ニタケ」「ドクツルタケ」、食である「アミタ

ケ」「ヌメリイグチ」「ニンギョウタケ」「ウラ

ベニ」「キチチタケ」「ムラサキアブラシメジ

モドキ」、その他よくわからないキノコが大量

発生。タマゴタケもある。 
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先頭を歩くＫ、登山道沿いを探している。「確

かこの辺り？」５年前のシロの場所を思い出し

たようだ。皆で目を皿のようにして、落葉をか

き分け探す。「あーこれ？」Ｍが小さな小さな

「例の物」を見つける。だけど結局これ１本。 

窓が山西峰へ着いたのは１１時半。汗びっし

ょりである、腹も減ったので昼にする。暑いけ

れどＫとＲＨ、煮込みラーメンを作ってくれる。

採ったニンギョウタケを入れる。お代りに次ぐ

お代わりで腹が一杯になる。梨とミカンの差入

れもある。「例の物」は炙って頂く。東峰や

クライミングルートへも行って探したかっ

たけれど、ちょっと無理。１３時過ぎ結局元

来た道を下山する。帰りの道すがら、道を外

して何ヵ所も丹念に探す。まだ早いのか？条

件が悪いのか？来週、ないし再来週の方がま

だ可能性はある。１４時半過ぎ登山口に着く。 

＊ ＊ ＊ 

今年は、９月の長雨で期待を持たせるが、

夏の猛暑で菌糸の発育が悪くてしかもシ

ーズンに気温が高い。今日も３０度を記録

して、松茸の子実体が伸びる条件ではない 

 

■ 記：藤井 

 

 

 

 

 

 

 

個人山行   甲斐駒ケ岳 
【日 時】１０月１４日（金）～１６日（日） 

【参加者】清家他、会社ＯＢ、焼酎メーカーＯＢ、現役含め計４名 

【コースタイム】 

10/14（金）大阪市内～阪神高速～名神高速～

中央道～伊那 IC～国道 361号～仙流荘 

10/15（土）6:00 仙流荘（市営バス）～北沢

峠 7:00～双児山 9:00～駒津峰 9:30～甲斐駒ケ

岳 11:00～駒津峰 12:00（昼食）12:30～仙水峠

13:30～北沢峠 14:50 

10/16（日）伊那市～仙流荘～国道 361 号～大

阪市内 

 

皆さん、こんにちは、清家です。今回は南ア

ルプスの北端、甲斐駒ケ岳を歩いてきました。 
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１０／１４（金）仕事を終え、２３：００に

大阪市内を出発、高速を乗り継ぎ、コンビニも

立ち寄りながら、仙流荘の駐車場に３：３０頃

到着。駐車場はすでに満車状態。少し仮眠しよ

うとするが、車内が寒くて震えるほど。明け方

にトイレに行こうとすると、北沢峠行きのバス

切符売り場の長蛇の列に気づき、あわてて荷物

を持って行列に並びに走った。登山客が多い為、

始発を早めている様子。無事切符も購入でき、

約１時間程揺られて北沢峠に６：３０着。いろ

んなルートが地図や標識で分かるようになっ

ている。 

６：５０スタート。バス停から北の登山道に

入り、樹林帯のジグザグ道を登る。いきなりの

急登続きで息が上がる。７：２０ 衣服調整。

あれだけ寒かったのにもう汗だくである。仙水

峠経由の人も多いが、この双児山経由駒津峰～

のルートが一番多いようだ。８：２０双児山着。

数パーティが休憩している。 

真正面に甲斐駒が見える。鳳凰三山、後方に

北岳、その右側が仙丈ヶ岳。今回は天気も良く、

眺望も素晴らしい。９：２０駒津峰着。仙丈、

鳳凰三山の向こうに富士山も見えた。その東側

に雲海が広がっている。とても美しい。そして

六万石。岩場の稜線歩き等を経て、八合目に到

着し、事前に調べていた「直登ルート」には入

らず、「巻道ルート」に入るように注意しなが

ら歩いた。岩壁に赤色で「直登」と書いてあっ

たので、分かりやすかった。 

砂ザレの道に入り、周りも自分も疲れが出て

きている。見上げると、山頂が見える。あとひ

と踏ん張りだ。ここまで来ると、摩利支天が目

の前である。広い斜面をジグザグ登り、山頂ま

であと少し。そして１１時に到着！大勢の人が

いた。展望は３６０°大きな祠と一等三角点が

ある。遠くに富士山が見え、御嶽山から今も煙

が出ているのが遠くに見えた。 

記念撮影後、仙水峠経由の下山ルートで出発。

途中軽い昼食を取り、仙水峠１４：００着。北

沢小屋に１４：５０着。色とりどりのテントが

あちこちで見られる。水場の水も豊富だ。すぐ

近くを流れる沢の水だろう。バス道を歩き１

５：００北沢峠到着。最終バス（１６：００）

に間に合って良かった。９月に広島へ帰った時

に佐伯山の会の方々に、日程に余裕があれば、

仙丈ヶ岳とセットにすればいいよ、と言われた

理由がよく分かった。 

とがった山頂部と砂浜のような白いザレ場、

 

 

 

 

 

甲斐駒ヶ岳 

遠く御岳の煙 

駒ヶ岳山頂の祠 

双児山山頂 
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岩肌、そしてどーんとした山容を充分に目に焼

き付け、夜は伊那市のゼロ磁場の温泉宿でゆっ

くり。 

１０／１６（日）朝風呂に入り、朝食後、一路

大阪へ・・。 無事帰宅しました。 

今回も得るものが多い遠征であった。次回反

省点を自分なりに修正し、また新しい山に挑

みたいと思う。 

記録 清家 弘一 

 

 

  

 

 

鳳凰三山 

リニア中央新幹線・南アルプス工事 

静岡新聞 

http://www.at-s.com/news/topics/shizuoka/linear/ 

 

南アルプスは大丈夫？ 

リニア新幹線を考える登山者の会 

http://tozansyarinia.seesaa.net/ 
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